
　

平
成
10
年
に
作
成
さ
れ
た『
神
奈
川
県
立

金
沢
文
庫
保
管　

宋
版
一
切
経
目
録
』―

長
ら
く
存
在
を
知
ら
れ
な
が
ら
入
手
が
困
難

で
あ
っ
た
そ
の
「
幻
の
目
録
」
を
、こ
の
た
び

県
立
金
沢
文
庫
が
改
め
て
実
施
し
た
「
重
要

文
化
財　

宋
版
一
切
経
」
悉
皆
調
査
の
成
果

も
盛
り
込
み
、
新
訂
版
と
し
て
刊
行
す
る
。

　

目
録
篇
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
断
簡
類

の
情
報
を
追
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
初
学
者

か
ら
専
門
家
ま
で
、
多
く
の
読
者
の
利
便
に

か
な
う
よ
う
諸
典
籍
ご
と
の
基
礎
デ
ー
タ
や

総
画
索
引
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、
論
文
篇
で

は
最
新
の
研
究
動
向
と
再
調
査
の
結
果
を
ふ

ま
え
た
論
文
７
篇
を
収
録
。

　

巻
頭
カ
ラ
ー
を
含
む
口
絵
も
充
実
。

＊
論
文
執
筆―

椎
名
宏
雄
・
中
村
一
紀
・
野
沢
佳
美
・

　
　
　
　
　

 

髙
橋
秀
栄
・
岡
本
一
平
・
櫻
井　

唯
・

　
　
　
　
　
　

道
津
綾
乃（
編
集
責
任
）

＊
お
近
く
の
書
店
ま
た
は
小
社
ま
で
ご
注
文
下
さ
い
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『
称
名
寺
大
蔵
経
』の
刊
行
に
よ
せ
て

　
歴
史
の
転
変
の
な
か
で
半
減
し
た
と
は
言
え
、
称
名
寺
一
切
経
が
今
日

ま
で
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
き
た
の
は
、
文
政
の
初
め
、
江
戸
の
豪

商
・
石
橋
弥
兵
衛
の
寄
進
に
よ
っ
て
一
括
修
理
が
行
な
わ
れ
、
新
造
の
経

箱
に
整
然
と
収
納
さ
れ
た
功
績
が
大
き
い
。
昭
和
に
な
っ
て
県
立
金
沢
文

庫
が
再
興
さ
れ
て
か
ら
は
、
展
示
室
の
ケ
ー
ス
の
下
に
ガ
ラ
ス
棚
を
し
つ

ら
え
、
密
か
に
保
存
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
平
成
に
な
っ
て
金
沢
文
庫
新
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
金
沢
文
庫
文
書

が
最
初
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
次
は
宋
板
一
切
経
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
私
の
記
憶
で
は
、
平
成
四
年
あ
た
り
か
ら
本
格
的
な
目
録
作
成

が
開
始
さ
れ
た
。
最
初
は
学
芸
員
実
習
の
一
環
と
し
て
、
夏
休
み
に
実
習

生
に
連
日
カ
ー
ド
採
り
を
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
も
と
に
椎
名
先
生
を
は

じ
め
、
そ
の
道
の
専
門
家
に
委
嘱
し
て
詳
し
い
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
一
切

経
の
料
紙
（
版
面
）
一
枚
ご
と
の
刻
工
名
を
詳
細
に
記
録
す
る
よ
う
な
調
査

は
、
当
時
と
し
て
は
先
進
的
で
あ
り
、
平
成
九
年
に
一
括
し
て
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
。

　
南
宋
最
末
期
に
、
北
条
実
時
の
懇
望
を
受
け
た
律
僧
た
ち
の
命
懸
け
の
渡

航
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
称
名
寺
の
一
切
経
は
、
確
か
な
来
歴
が
知
ら
れ
る

激
動
の
時
代
の
生
き
証
人
で
あ
り
、
世
界
史
的
に
見
て
も
重
要
な
文
化
遺
産

と
言
え
よ
う
。
こ
の
た
び
、
新
出
の
残
巻
を
加
え
、
よ
り
精
密
な
再
調
査
を

経
た
新
目
録
が
公
刊
さ
れ
、
学
界
の
共
有
財
産
に
な
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん

有
意
義
な
成
果
で
あ
り
、
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　    

　
　  

（
上
智
大
学
特
任
教
授
・
前
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
学
芸
課
長
）

推 
薦
文

神
奈
川
県
立　
金
沢
文
庫　
編

称
名
寺
大
蔵
経

　
　
　
　
　
　  

重
要
文
化
財  

宋
版
一
切
経
目
録

臨
川
書
店

　
西
岡
芳
文
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1 函

備
考
朱
點
（
句
切
點
）
指
4

1-

5

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
五

　天（
1
）
　東
禪
寺
版

13
紙

　28.3
×
11.2

刻
施
①
廣
州
居
住
王
氏
妙
覺
捨
②
安
撫
使
賈
侍
郞
捨
②
中
③
賈
侍
郞
捨
③
文
④
汀
州

城
縣
寶
覺
院
僧
妙
觀
捨
⑤
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
⑥
泗
⑦
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨

⑦
王
秀
⑧
方
⑨
賈
侍
郞
捨
⑨
文
⑩
李
⑪
傅
召
⑪
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
⑫
李
⑬
廣

東
運
使
曾
寺
正
捨
⑬
周
文

備
考
朱
點
（
句
切
點
）
指
5

1-

6

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
六

　天（
1
）
　東
禪
寺
版

14
紙

　28.2
×
11.2

刻
施
①
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
①
江
昌
②
周
泗
②
安
撫
使
賈
侍
郞
捨
③
周
賜
③
廣
州
住

主

吳
師
亀
捨
④
懷
安
縣
曾
氏
六
十
娘
捨
④
保
⑤
丁
⑥
坊
⑦
賈
侍
郞
捨
⑦
仲
⑧

□
⑨
垓
⑩
傅
召
⑩
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
⑫
周
⑬
戊
⑬
比
丘
淨
眞
⑬
付
遠
⑭
比
丘

淨
眞
捨

備
考
朱
點
（
句
切
點
）
指
6

1-

7

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
七

　天（
1
）
　東
禪
寺
版

14
紙

　28.5
×
11.2

刻
施
①
志
②
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
②
周
仲
③
賜
④
遇
⑨
戊
子
用
⑩
攸
⑪
□
⑫
王
生
⑬

升
⑭
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
⑭

聳

備
考
朱
點
（
句
切
點
）
指
7

1-

8

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
八

　天（
1
）
　東
禪
寺
版

13
紙

　28.4
×
11.2

刻
施
②
方
③
宗
④
戊
子
比
丘
淨
眞
④
榮
⑤
保
⑦
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
⑦
鄧
洽
⑧
廣
東

運
使
曾
寺
正
捨
⑧
林
楠
⑨
志
⑪
周
文
⑪
安
撫
使
賈
侍
郞
捨
⑫
采
⑬
采
⑬
泉
州
陳

公
明
刊
板
拾
片

備
考
朱
點
（
句
切
點
）
指
8

1-

9

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
九

　天（
1
）
　東
禪
寺
版

14
紙

　28.3
×
11.2

刻
施
①
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
①
林
景
②
王
文
③
宗
⑥
涇
⑦
安
撫
使
賈
侍
郞
捨
⑦
良
⑧

溢
⑨
保
⑩ 

侃 

⑪
安
撫
賈
侍
郞
捨
⑪
忻
⑫
正
⑬
安
撫
使
賈
侍
郞
捨
⑬
周
泗
⑭
廣

東
運
使
曾
噩
捨
⑭
王

備
考
朱
點
（
句
切
點
）
指
9

1-

10

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
一
〇

　天（
1
）
　東
禪
寺
版

13
紙

　28.5
×
11.2

刻
施
①
周
文
①
安
撫
使
賈
侍
郞
捨
② 

翌 

③
才
④
靑
⑤
住
圓
通
比
丘
尼
善
慧
巳
亥
共

捨
二
片
⑦ 

志 

⑧

⑨
安
撫
賈
侍
郞
捨
⑨ 

文 

⑩
中
⑪
鄭
容
爲
考
鄭
十
二
郞
捨
⑪

文
⑫
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
⑫

成
⑬
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨

備
考
朱
點
（
句
切
點
）
指
10

1-

11

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
一
一

　地（
2
）
　東
禪
寺
版

14
紙

　28.4
×
11.3

刻
施
①
幹
緑
（
マ
マ
）僧

慧
澤
化
汀
州
施
主
□

刊
①
仁
②
仁
③

④
周
文
④
廣
東
番
禺
縣
王

押
錄
宅
捨
⑤
榮
⑤
戊
子
⑥
丁
亥
⑥
仁
⑧
嚢
山
院
僧
祖
琦
捨
⑧
賜
⑨
保
⑩
□
⑪
木

⑫
丁
紹
⑭
宗

備
考
朱
點
（
句
切
點
）
墨
點
（
傍
訓
）
指
11

1-

12

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
一
三

　地（
2
）
　東
禪
寺
版

14
紙

　28.4
×
11.2

刻
施
①
□
②
安
撫
使
賈
侍
郞
捨
②
周
文
③ 

侃 

④ 

翌 

⑤
淨
⑥
良
⑥
安
撫
使
賈
侍
郞
捨

⑦
銳
⑧
中
⑨
光
刀
⑩
□
堯
⑬
□

備
考
朱
點
（
句
切
點
）
指
12

1-

13

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
一
四

　地（
2
）
　東
禪
寺
版

14
紙

　28.3
×
11.3

刻
施
①
逹
②
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
⑨
王
良
④
右
⑤
右
⑥
右
⑦
汀
州

城
縣
後
庵
僧
道

深
捨
⑦
仲
⑧
□
⑩
泉
州
施
主
捨
⑩
寔
⑫
僧
崇
珩
捨
⑬
吳
兵
⑭
泉
州
陳
逢
宗
刊
板

拾
片
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僧慶政と福州版一切経について

僧
慶
政
と
福
州
版
一
切
経
に
つ
い
て

―
書
陵
部
本
の
工
房
に
ふ
れ
な
が
ら
―

中
村
一
紀

は
じ
め
に

　
現
在
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
宋
版
一
切
経
（
以
下
書
陵
部
本
）
は
、
周

知
の
こ
と
な
が
ら
中
国
福
州
の
東
禅
寺
と
開
元
寺
で
相
次
い
で
印
造
さ
れ
た
、

所
謂
福
州
版
と
呼
ば
れ
る
一
蔵
で
あ
る
。
表
紙
芯
の
装
訂
中
に
は
後
述
の
よ
う

に
福
州
版
反
故
摺
経
や
装
潢
工
房
の
も
の
と
思
わ
れ
る
反
故
文
書
な
ど
が
残
存

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
原
装
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
福
州
版
の
国
内
遺
品
と
し
て
は
、
本
報
告
の
称
名
寺
所
蔵
金
沢
文

庫
保
管
本
（
以
下
文
庫
保
管
本
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
現
在
知
恩
院
、
金
剛
峯

寺
、
醍
醐
寺
、
東
寺
、
愛
知
県
本
源
寺
（
三
聖
寺
旧
蔵
本
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
書
陵
部
本
と
文
庫
保
管
本
は
南
宋
末
期
の
摺
刷
に
か
か
り
、
国

内
の
遺
品
中
最
も
遅
い
時
期
の
も
の
と
な
る
。
摺
刷
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
国
内

に
確
認
さ
れ
る
福
州
版
一
切
経
は
み
な
東
禅
寺
版
、
開
元
寺
版
両
版
の
混
合
蔵

で
あ
り
、
両
版
の
割
合
や
部
分
は
異
な
る
が
ど
ち
ら
か
単
独
で
構
成
さ
れ
る

セ
ッ
ト
は
な
い
。
例
え
ば
文
庫
保
管
本
で
は
阿
含
部
は
東
禅
寺
版
で
あ
る
が
、

書
陵
部
本
は
開
元
寺
版
で
あ
る
。『
十
誦
律
』
を
み
る
と
書
陵
部
本
で
は
東
禅

寺
版
が
配
さ
れ
る
が
文
庫
保
管
本
で
は
開
元
寺
版
と
な
る
。
後
述
す
る
よ
う
に

文
庫
保
管
本
と
書
陵
部
本
は
そ
の
摺
刷
時
期
は
殆
ど
同
じ
と
考
え
て
も
よ
く
、

そ
の
摺
刷
成
巻
に
あ
た
っ
た
工
房
も
同
じ
可
能
性
も
あ
り
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

混
合
蔵
な
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
書
陵
部
本
で
は
、
全
六
二
六

四
帖
の
凡
そ
一
五
〇
〇
帖
を
東
禅
寺
版
（
表
4
参
照
）、
他
を
開
元
寺
版
と
若

干
の
単
行
本
、
補
写
本
で
構
成
さ
れ（

1
）る。

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
慶
政
に
つ
い
て
は
、
東
禅
寺
版
中
に
「
日
本
国
僧
慶
政

捨
」
と
刻
さ
れ
る
補
刻
施
財
記
（
図
1
、
表
1
参
照
）
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の

施
財
記
は
現
状
書
陵
部
本
と
文
庫
保
管
本
に
の
み
確
認
出
来
、
他
に
は
見
ら
れ

な
い
。
な
お
施
財
記
に
は
何
人
か
の
慶
政
関
連
と
思
し
き
日
本
人
僧
（
表
3
）

も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
関
連
僧
に
も
ふ
れ
な
が
ら
慶
政
の

一
切
経
将
来
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
慶
政
は
『
閑
居
之
友
』
の
作
者
と
し
て
も
擬
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
先
学
に
よ
り
様
々
な
角
度
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
記
と
し
て

は
大
正
六
年
に
橋
本
進
吉
氏
が
ま
と
め
ら
れ
た
「
慶
政
上
人
伝（

2
）考」

が
、
ま
た
、

昭
和
四
五
年
に
平
林
盛
得
氏
が
発
表
さ
れ
た
「
慶
政
上
人
伝
考
補（

3
）遺」
が
あ
る
。

殊
に
平
林
氏
の
「
慶
政
上
人
伝
考
補
遺
」
は
「
慶
政
上
人
伝
考
」
後
の
新
出
資

料
な
ど
に
よ
り
精
緻
な
論
考
が
な
さ
れ
て
お
り
、
現
段
階
で
は
慶
政
研
究
の
基

本
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
述
べ
る
と
こ
ろ
も
こ
れ
ら
に

図 1　『大般若波羅蜜多経』巻81

組方見本（版面実寸の約40％に縮小しています）
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▲論文篇　見本
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1 函

　一
函

　

大
般

波
羅
蜜
多
經
　唐 

玄
奘
譯 

六
〇
〇
卷

一 

大
正

卷
五
〜
七

　二 

天（
1
）〜
柰（
60
）
　三 

五
二
一
卷 

四 

卷
一
二
、
二
一
、
二
二
、
三
二
、
五
一
、
五
二
、
五
四
、
五
七
、
六
一
、
八

二
、
八
三
、
八
六
、
九
二
、
九
三
、
一
〇
一
、
一
〇
二
、
一
四
一
、
一
四
二
、
一

四
四
〜
一
四
六
、
一
四
九
、
一
五
〇
、
一
七
六
、
一
八
二
、
一
九
〇
、
二
二
五
、

二
五
二
、
二
六
一
、
二
六
四
、
二
六
七
、
二
九
一
、
二
九
二
、
二
九
四
〜
二
九
六
、

二
九
八
、
二
九
九
、
三
〇
三
、
三
〇
四
、
三
二
二
、
三
二
八
、
三
七
〇
、
三
七
二
、

三
七
五
〜
三
八
〇
、
四
〇
二
、
四
一
三
、
四
二
九
、
四
四
一
、
四
七
四
、
四
七
五
、

五
〇
二
、
五
〇
五
〜
五
一
一
、
五
二
一
〜
五
二
八
、
五
三
〇
、
五
三
一
、
五
三
八
、

五
四
二
、
五
九
四
、
五
九
八
、
六
〇
〇 

1-

1

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
一

　天（
1
）
　東
禪
寺
版
（
崇
寧
二
年
）

13
紙
⑭
〜
缺

　28.6
×
11.2

敕
牒
敕
賜
福
州
東
禪
等
覺
禪
寺
天
寧
萬
壽
大

」
暘
竊
見
朝

近

指
揮
」
天
寧
節

天
下
州
軍
各
許
建
寺
以
崇
寧
爲
額
仍
」
候
了
日
賜
經
一

有
以
見
」
聖
朝
紹
隆

佛
乘
祝
延
」
睿
算
實
」
宗
廟
無
疆
之
福
然
暘
契
勘
大

經
唯
」
都
下
有
板
嘗
患

遐
方
聖
敎
鮮
得
流
通
於
是
親
」
爲
都
大
勸
首
於
福
州
東
禪
院
勸
請
僧
慧
榮
沖
」

眞
智

普
明
等

眾
緣
雕
造
大

經
板
」
及
建
立

院
一
所
至
崇
寧
二
年
冬
方

始
成
就
暘
欲
乞
」
敕
賜
東
禪
經

崇
寧
萬
覺
大

爲
名
祝
延
」
聖
覺
取
鈞
旨
」

十
一
月

　日
參
議
郞
守
書
禮
部
員
外
郞
充
講
議
司
參
請
官
陳
暘
劄
子
」
十
一
月

二
十
日
進
呈
三
省
同
奉
」
聖
旨
依
所
乞
已

」
敕
命
訖
二
十
二
日
午
時
付
禮
部

施
仍
關
合
属
去
處
」
尙
書
省
牒
福
州
崇
寧
萬
覺
大

」
禮
部
員
外
郞
陳
暘
白
劄

子
竊
見
」
朝

近

指
揮
」
天
寧
節
天
下
州
軍
各
許
建
寺
以
崇
寧
爲
額
仍
候

了
」
日
賜
經
一

契
勘
大

經
唯
」
都
下
有
板
於
是
親
爲
勸
首
於
福
州
東
禪
院

勸
請
僧
」

眾
緣
雕
造
大

經
板
及
建
立

院
一
所
欲
乞
」
敕
賜
東
禪
經

以

崇
寧
萬
覺
大

爲
名
候
指
揮
」
牒
奉
」
敕
宜
賜
崇
寧
萬
覺
大

爲
名

　
　牒
至

准
」
敕
故
牒
」

　
　崇
寧
二
年
十
一
月
二
十
二
日
牒

司
空

尙
書
左
僕
射
門
下
侍
郞
上
柱
國
南
陽
郡
嘉
國
公

　
　京

金
紫
光
祿
大
夫
知
樞
密
院
事
上
柱
國
南
陽
郡
開
國
公

　
　
　卞

特
進
行
門
下
侍
郞
上
柱
國
長
樂
郡
開
國
公
許

　
　
　
　
　
　
　將

右
光
祿
大
夫
守
中
書
侍
郞
上
柱
國
天
水
郡
開
國
侯
趙

　
　
　
　挺
之

左
光
祿
大
夫
守
尙
書
右
丞
上
柱
國
武
昌
郡
開
國
侯
吳

　
　
　
　居
厚

右
光
祿
大
夫
同
知
樞
密
院
事
上
輕
車
都
尉
覺
陽
縣
開
國
伯
安

　惇

朝
散
大
夫
試
禮
部
尙
書

修
國
史
實
錄
修
撰
徐

　
　
　
　
　
　鐸

序

　①
大
唐
三

聖
敎
序
」
　太
宗
文
皇
帝
製
」

　
　②
大
唐
皇
帝
述

　聖
記

　在
春
宮
日
製
」

　
　③
御
製
眾
經
論
序
」

　
　③
大
般

經
初
會
序

　西
明
寺
沙
門
玄
則
製
」

刻
施
①
嚢
山
院
僧
祖
琦
捨
①
林
賜
刀
②
中
③
遇
④
康
⑦
禾
銳
⑦
住
圓
通
比
丘
尼
善
慧

捨
⑧
中
⑨
文
戊
子
⑩
涇
⑪
受
⑫
保
⑬
王
生

備
考
朱
點
（
句
切
點
、
ヲ
コ
ト
點
〔
圓
堂
點
〕、
声
點
、
送
仮
名
）
墨
點
（
返
點
、

声
點
、
送
仮
名
）
指
1

1-

2

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
二

　天（
1
）
　東
禪
寺
版

15
紙

　28.6
×
11.3

刻
施
③
賈
侍
郞
捨
③
泗
④

⑤
泉
州
眾
主
捨
⑥
志
⑦
□
⑧
□
⑨
侃
⑩
求
⑪
太

　戊
子

⑫
泉
州
眾
施
主
捨
⑭
王
良
刊
⑭
安
撫
使
賈
侍
郞
捨
⑮ 

賜

備
考
朱
點
（
句
切
點
）
指
2

1-

3

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
三

　天（
1
）
　東
禪
寺
版

13
紙

　28.5
×
11.2

刻
施
①
丙
午
王
良
③
榮
④
太
⑤
翌
⑥
保
⑦
揩
⑧
畦
⑨
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
⑨
鄧
浚
⑪

賜
⑫
明
⑬
俊

備
考
朱
點
（
句
切
點
）
指
3

1-

4

　大
般

波
羅
蜜
多
經

　卷
四

　天（
1
）
　東
禪
寺
版

14
紙

　28.4
×
11.2

刻
施
①
明
⑤
建
寧
府
將
劉
元
与
妻
吳
氏
⑥
建
寧
府
將
仕
劉
元
与
妻
吳
氏
⑦
志
⑧
宗
⑨

受
⑩
受
⑪
俊
⑬
廣
東
運
使
曾
寺
正
捨
⑭
忻

　
　
刊
行
の
辞
　
　
　

　
本
書
は
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
制
作
さ
れ
た
『
神
奈
川
県
立
金
沢
文

庫
保
管
　
宋
版
一
切
経
目
録
』
の
新
訂
版
と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
上
梓
と
い
う
晴
れ
や
か
な
事
柄
に
際
し
、
最
初
に
述
べ
る
べ
き
は
お
詫

び
で
あ
る
。
平
成
十
年
の
初
版
は
、
椎
名
宏
雄
氏
、
野
沢
佳
美
氏
、
中
村
一
紀

氏
、
土
井
光
祐
氏
の
協
力
を
得
て
、
称
名
寺
大
蔵
経
の
悉
皆
調
査
が
実
施
さ

れ
、
成
果
を
記
し
た
玉
稿
が
掲
載
さ
れ
、
製
本
ま
で
終
わ
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
配
布
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
時
、
最
新
の
研
究
成
果
だ
っ
た

寄
稿
論
文
は
発
表
の
機
会
を
失
い
、
代
替
手
段
も
と
ら
れ
な
か
っ
た
。
経
緯
は

後
述
す
る
が
、
諸
先
生
方
に
落
ち
度
は
一
切
な
く
、
研
究
機
関
を
標
榜
す
る
神

奈
川
県
立
金
沢
文
庫
（
以
下
、
県
立
金
沢
文
庫
）
の
決
定
的
な
過
失
で
あ
る
。

何
度
お
詫
び
し
て
も
足
り
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
刊
行
の
た
め
に
い
た
だ
い

た
ご
支
援
や
ご
期
待
の
声
に
は
、
一
刻
も
早
い
改
訂
版
の
作
成
と
配
布
に
よ
っ

て
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
五
年
と
い
う
あ
ま

り
に
も
長
い
年
月
を
費
や
し
た
。
ま
こ
と
に
汗
顔
の
至
り
で
あ
る
。

　
つ
づ
い
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
ず
、
大
蔵
経
の
所
蔵
者
で
あ
る
称

名
寺
が
出
版
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
新

訂
版
作
成
に
ご
快
諾
い
た
だ
き
、
新
た
な
ご
寄
稿
を
約
束
し
て
く
だ
さ
っ
た
諸

先
生
方
の
ご
海
容
に
は
、
ふ
さ
わ
し
い
感
謝
の
言
葉
が
み
つ
か
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
本
書
作
成
に
必
要
な
再
調
査
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
、
髙
橋
秀
栄
元

金
沢
文
庫
長
、
岡
本
一
平
氏
、
櫻
井
唯
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
多
く
の
ご
厚
意
を
得
て
刊
行
す
る
本
書
の
、
出
版
ま
で
の
経
緯

を
簡
略
に
述
べ
る
。

　
中
国
・
宋
代
に
印
刷
さ
れ
た
福
州
版
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
大
蔵
経
を
、

「
宋
版
一
切
経
」
と
総
称
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
動
き
は
、
昭
和

三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
興
福
寺
所
蔵
の
大
蔵
経
に
始
ま
り
、
昭
和
四
十
年
代

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
称
名
寺
に
も
こ
の
大
蔵
経
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
長    

湯
山
賢
一

は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
巌
松
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
金
沢
文
庫
古

書
目
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
宋
版
大
蔵
経
目
録
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い

た
が
、
候
補
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約
三
十
年
が
経
ち
、
文
化

庁
は
県
立
金
沢
文
庫
か
ら
『
宋
版
一
切
経
目
録
』
を
作
成
し
た
と
い
う
連
絡
を

受
け
て
担
当
官
を
派
遣
し
た
。
現
在
、
指
定
目
録
は
文
化
庁
が
発
行
し
て
い
る

が
、
当
時
は
所
蔵
者
等
が
作
成
し
て
お
り
、
県
立
金
沢
文
庫
か
ら
提
出
さ
れ
た

目
録
は
ク
リ
ー
ム
色
の
表
紙
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
目
録
を
も
っ

て
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
、
称
名
寺
大
蔵
経
は
「
宋
版
一
切
経
」
と
し
て

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
県
立
金
沢
文
庫
は
、
こ
の
目
録
を
も
と
に
、
図
書
館
や
博
物
館
、
大
学
な
ど

で
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
豊
富
な
口
絵
写
真
や
研
究
論
文
を
加
え
た
、

言
っ
て
み
れ
ば
普
及
版
を
作
成
し
た
。
そ
れ
が
平
成
十
年
の
初
版
で
あ
る
。
し

か
し
、
肝
心
の
目
録
部
分
に
記
載
さ
れ
た
書
名
等
に
誤
字
や
文
字
化
け
が
多

く
、
信
用
に
足
る
目
録
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
配
布
中
止
は
県
立
金
沢
文
庫
の

威
信
を
保
つ
た
め
の
判
断
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
前
述
の
と
お
り
、
次
善
の
策

が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
失
っ
た
信
用
は
大
き
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。

　
打
開
策
は
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
に
臨
川
書
店
の
西
之
原
一
貴
氏

が
訪
問
さ
れ
た
際
の
雑
談
か
ら
生
ま
れ
た
。
出
版
と
い
う
、
願
っ
て
も
な
い
ご

提
案
を
受
け
、
県
立
金
沢
文
庫
は
翌
年
か
ら
再
調
査
を
開
始
し
て
目
録
篇
を
修

正
し
、
新
た
な
論
文
と
新
た
な
口
絵
を
掲
載
し
た
本
書
を
上
梓
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
粉
骨
砕
身
し
て
く
だ
さ
っ
た
西
之
原
氏
な
ら
び
に
臨
川
書
店
に
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
こ
う
し
て
刊
行
す
る
に
至
っ
た
『
称
名
寺
大
蔵
経
』
が
、
少
し
で
も
多
く
の

方
の
興
味
を
ひ
き
、
保
管
場
所
で
あ
る
県
立
金
沢
文
庫
を
訪
れ
て
い
た
だ
け
る

契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。


